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令和５年９月１５日
令和５年度 第２回 地域公共交通会議 資料
横浜市 都市整備局都市交通部 都市交通課

帰宅支援型タクシー実証実験
（港南区永野・永谷地区）



議題（１） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）
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■これまでの経緯

• 「地域交通サポート事業※」を活用してきた地区の中には、移動ニーズの多様化などにより、
十分な需要が見込めない地区が増加
• 小規模需要の地区における新たな移動サービスを検討する必要性
• 点在する需要における移動手段の確保や運行効率性を高めるにはデマンド型交通が移
動手段の一つとして有効
• これまで地域主体で検討を進めてきた港南区永野・永谷地区において、令和４年度にデ
マンド型交通の実証実験を実施

一般的なデマンド型交通の運行イメージ

※地域交通サポート事業とは
地域の主体的な取組によって移動手段の確保や
持続可能な運行がスムーズに進むように、地域に
対して様々な支援を行う事業



上永谷駅

別所IC

永野・永谷地区

• 人口 約15,000人、約5,000世帯
• 高齢化率 約29.3％
• 市営地下鉄ブルーライン上永谷駅北側に位置
• 戸建住宅中心の丘陵地 3
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■位置図

港南区永野・永谷地区の様子
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神奈川中央交通（芹が谷方面～上大岡駅）
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■地区の周辺状況
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■陰影起伏図（標高）
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6（運行区域及び停留所）

運行事業者 湘南交通株式会社（港南区丸山台）

システム運営 株式会社ＮＴＴドコモ

事業の許可 道路運送法第21条（乗合旅客運送） 区域運行

運行期間
令和４年10月３日（月）から令和５年３月17日（金）まで

営業区域 港南区永野・永谷地区
（上永谷一、二、三丁目、東永谷一、二、三丁目、
東芹が谷、芹が谷三丁目）

利用対象者
港南区永野・永谷地区に居住している65歳以上の方
利用者登録を済ませた方

運行車両 ワゴン型車両（10人乗り）１両

運行区間 営業区域及び上永谷駅

停留所 40か所

運行時間
平日・午前10時00分から午後５時00分まで
※土休日及び年末年始は運休

運行回数 「電話」又は「インターネット」からの予約に応じて運行

運賃 一乗車400円（現金）

■令和４年度 デマンド型交通実証実験概要
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■利用促進の取組

1． 広報
・チラシの全戸配布
・港南区民まつり、ふれあいまつり時
のチラシ配布

・乗降ポイントへのチラシ設置
・掲示板へのチラシ設置

2．イベント・企画
・利用者登録会

参加者合計：82人

・無料乗車体験会
第1弾（計5日実施、利用者合計：29人）
第2弾（計9日実施、利用者合計：24人）
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無料体験乗車会の様子

配布資料の例



議題（１） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）

■利用実績
◎利用状況について
・利用登録者数：10５人
（目標：180人）

・のべ利用者数：282人（2.5人/日）
（想定40人/日）

・利用時間帯：10時から１３時台の
利用が多い

・利用傾向：帰宅利用が約４倍
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◎利用者属性
・女性比率が高い
・70代、80代の利用が支配的
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【時間帯別利⽤回数】

⾏き（住宅地→駅） 帰り（駅→住宅地）
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◎実利用者数：37人
・利用者上位6名で利用回数の
約7割を占める
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◎予約種別、利用人数別状況
・予約の大半がアプリ予約で、ほぼ１人で
の利用であった。

⾃治会 年齢 主に利⽤するルート
１ 上永⾕⽉⾒ヶ丘睦会 ８１ ４２→１９
２ 渡⼾⾃治会 ８６ ４２→３２
３ 歓永町内会 ８２ ４２→２２
４ 歓永町内会 ７０ ４２→２
５ 上永⾕⽉⾒ヶ丘睦会 ７３ ４２→１９
６ 渡⼾⾃治会 ７０代 ２６→４２

75回,28％

32回,12％

30回,11％24回,9％
20回,7％

14回,5％

9回（2⼈）

6回（1⼈）
5回（1⼈）

3回（4⼈） 2回(10⼈）

1回(13⼈）
実利⽤者別回数 予約種別（アプリ、電話）

利⽤⼈数別
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■利用低迷の原因分析
・地域によるアンケート調査結果より（令和３年12月）
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【デマンド型交通の利用意向】 【改善して欲しい項目】
（利用する又はわからないと答えた方のみ回答、複数回答可）

【許容できる運賃】
（利用する又はわからないと答えた方のみ回答）

・利⽤意向のあった237⼈に対し37⼈しか利⽤し
ていない。

・改善して欲しい項⽬として、運賃や利⽤⽅法
（会員登録・予約など）が多い。
・許容できる運賃は300円以下が約６割
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【時間帯別利用回数】

・上永⾕駅からの乗⾞が全体の約８割となっており、登りとなる帰宅の利⽤が多い。
・乗降所４０箇所のうち２３箇所が利⽤され需要は点在している。
・バス停から近いエリアではバスを選択した可能性が考えられる。 11

【乗降所の利用状況】

利用のあった乗降所
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議題（1） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）

■令和５年度の取り組みについて

地域ニーズを踏まえた帰宅支援型タクシーによる実証実験の実施
・運賃の改善意向が高いため、利用しやすい運賃を再検討
（400円→300円）

・予約などへの改善意向が高いため、予約不要の移動サービスを検討
（予約あり→予約なし）

・登りの移動手段が求められていため、帰宅方向の移動ニーズに特化
（片道輸送）

導入による効果や課題を検証し、小規模需要に対応する移動
サービスの選択肢を増やす。

・駅から比較的近い丘陵地は本市に多く存在
・予約抵抗を下げる運行方法の必要性 なども踏まえ
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項⽬ 内容
運⾏事業者 湘南交通株式会社（港南区丸⼭台）
事業の許可 道路運送法第21条（乗合旅客運送）

①区域運⾏（上永⾕駅発：10時台~16時台）
②路線定期運⾏（地区発：10時台）

運⾏期間 令和５年11⽉15⽇から令和６年3⽉15⽇まで（年末年始除く）
※期間の延⻑の可能性あり

営業区域 港南区永野・永⾕地区
（上永⾕⼀、⼆、三丁⽬、東永⾕⼀、⼆、三丁⽬、東芹が⾕、芹が⾕三丁⽬）

運⾏⾞両 セダン型⾞両：1両（乗客定員４⼈）予備⾞：２両※乗⽤事業と兼⽤
運⾏区間/ルー
ト

①営業区域及び上永⾕駅
②起点（26番：東永⾕三丁⽬公園）〜終点（42番：上永⾕駅）約3.4㎞

停留所 ①乗⾞：1か所（上永⾕駅） 降⾞：31か所（⽚道輸送）
②5か所（26番、29番、39番、19番、42番）

運⾏時間 平⽇・午前10時から午後４時30分（12時台は運休）※⼟休⽇及び年末年始は運休
運⾏回数 ①上永⾕駅10:30 以降毎時00分、30分発（利⽤者がいなければ当該便は運⾏しない）

②10時台：１便
運賃 ⼀乗⾞ ⼤⼈300円、⼩⼈150円（現⾦のみ）※未就学児は⼤⼈1⼈につき2⼈まで無料
⾞いす対応 ⾞いすの折り畳みと介助者による介助によるご利⽤

議題（１） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）

■令和５年度実証実験概要
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※ 関係機関と調整中の内容を含むため、
今後、内容が変更となる場合があります



議題（１） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）

■運行区域及びルート・時刻表

14

：運行区域
：停留所（昨年度の番号を利用し、停留所を一部除いたため欠番あり）

： ②路線定期運行において乗降可能

【凡例】

※ 関係機関と調整中の内容を含むため、
今後、内容が変更となる場合があります

【時刻表（路線定期運行）】

・上永谷駅から住宅地への片道輸送
・決められた出発時刻までに上永谷駅の乗車場所
に並ぶ（予約不要）

・乗車後、決められた降車場所を乗務員に伝える
・利用者が複数の場合、降車の順番は乗務員に
ゆだねる。

【区域運行の利用方法】

※停留所は昨年度の実験で乗車が多かった場所を選定

地域のご意見を聞きながら、運行計画を作成
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議題（１） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）

■想定利用者数

（算定手順）
令和4年度に実施したアンケート結果をもとに、令和5年度の運行計画に合うように条件を
変更して算定

【住宅地→駅便（10時のみ）】
条件の変更箇所
・住まいの町内会
・許容できる運賃
・利用したい時間帯
・年齢
⇒約8人/日

【駅→住宅地便（10時30分～16時30分）】
条件の変更箇所
・許容できる運賃
・利用したい時間帯
・年齢
⇒約60人/日

・想定利⽤者数（住宅地→駅）
約3⼈/⽇

※サポート事業の他地区における、アンケート
結果に対する利⽤実績（約4割）による補正

・想定利⽤者数（駅→住宅地）
約24⼈/⽇

※サポート事業の他地区における、アンケート
結果に対する利⽤実績（約4割）による補正

想定利用者数 約30人/日



議題（１） 令和5年度帰宅支援型タクシー実証実験（港南区永野・永谷地区）

■スケジュール

■利用周知
利用促進や移動サービス導入への意識醸成に
向けた取組を実施

・利用案内チラシの全戸配布や、掲示板への
チラシ設置、各種施設へのチラシ配架など

・効果的な利用周知方法を自治会町内会と
ともに検討

・無料体験乗車会を検討 など

■効果検証
帰宅支援型タクシーの導入による効果や課題
を検証

・地域全体の移動の変化（移動手段と量の変化）
・利用者数（時間・曜日別）や停留所の利用状況
などのデータ分析
（想定利用者数： 約30人）

・実験の認知・周知状況
・収支状況などから事業継続性の分析 など

令和5年
4～6月 7～9月 10～12月

令和6年
1～3月 4月～

準備・調整

実証実験

効果検証

事前調整
第21条
許可申請

運行開始

地域公共交通会議 許可
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※ 関係機関と調整中の内容を含むため、
今後、内容が変更となる場合があります

運行の継続運行の実施

効果検証
利用状況・
アンケート等
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国土交通省 地域交通共創モデル実証プロジェクト採択事業

「こどものみらい共創プラットフォーム」

横浜市3区での実証実験概要

1
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• この度、hab株式会社を幹事企業とする13社（23年8月16日時点）で構成される

「こどものみらい共創プラットフォーム」を組成し、「令和5年 地域交通共創モデル

実証プロジェクト」に採択されました。

• 本事業では、親御様の習い事送迎負担を公共交通利用により軽減させることで、子

育て層の社会進出支援を目指しています。

• また、お子様の移動需要をとらえた公共交通の新しい市場創出を目指しています。

• 一般乗用旅客自動車運送事業の範囲内において事業展開を考えています（時間貸

しや相乗り旅客による運送など）。

ご報告要旨
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⚫ 実施結果
• 走行エリア/対象： 関内駅周辺の習い事に通う小学生

• 期間：２週間

• 総リクエスト数： 横浜市全域で約200件

• 乗車数：14世帯（応募者多数のためモニター選定）

⚫ アンケート調査
• 有償で送迎を解決したい８０％

• 本サービスへの平均支出意向4,300円/月

• 送迎を理由に習い事をあきらめたことがある５０％

• 送迎を理由に求める働き方をあきらめたことがある５０％

⚫ 実証実験ユーザーの声
• 有償継続利用率１００％

• 「生活が激変した」「絶対に実現してほしい」「もう手放せない」

• 「いくら払えば来週もやってくれるのか」

背景と経緯

23年3月にhab社にて無償の実証実験を実施

横浜市経済局「スタートアップ社会実装推進事業」の支援のもと、横浜市内の子育て層の送迎課題やニーズを把握
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＜取り組み課題＞
①送迎負荷による共働き子育て層の就労機会損失
②送迎有無による子供の体験格差拡大
③タクシードライバーの高齢化と採用難、職業イメージ低下
④丘陵地を背景とした送迎時の車依存とCO2排出
⑤自家用車送迎車両 渋滞問題

本コンソーシアムは、共働き子育て層が抱える「子供の移動対
応による様々な社会問題の解決」を目指しています。

こどものみらい共創プラットフォーム 設立趣旨

現行タクシー事業免許を土台とした再現性の高い課題解決策を実証・提示すること
で、全国の子育て層社会課題解決に迅速に貢献することを目的としています。
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地域交通共創モデル実証プロジェクトの概要

国土交通省HPより引用
https://pacific-hojo.com/application/kyousou/

「１．共創モデル実証運行事業」に

採択されました。

https://pacific-hojo.com/application/kyousou/
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実証事業の概要

スマホでお客
様の乗降希望
を集約して
ルートを作成

こどもだけが乗車する「こども相乗りタクシー」の試験走行と、同サービスの決済時に利用できる「デジタルこどもタクシーチケッ
ト」の試験導入により、子育て層の送迎負担軽減、経済的負担軽減、親の可処分時間向上、こどもの習い事選択肢の
多様化、タクシードライバーの業務効率化、タクシー業界の新収益創出、送迎車両減少によるCO2削減に貢献する。
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実証事業の概要

⚫ 運行時期： 23年12月上旬～２４年2月中旬まで（一部無償運行期間含む）

⚫ 運行時間： 14時～20時 土日祝日も稼働 ※予定

⚫ 対象者： 運行エリアにお住いで、本事業で提携する習い事・医療施設に通う小学生

⚫ 運行エリア： 横浜市内の以下3エリアを予定

①あざみ野駅周辺（青葉区） ②関内駅周辺（中区） ③鶴見駅周辺（鶴見区）

⚫ 使用車両： セレナe-power 各社2台

⚫ 運行事業者： アサヒタクシー株式会社、東宝タクシー株式会社、神奈川都市交通株式会社

⚫ 運行形態： 貸切タクシー運行 ※有償運行の場合は募集型企画旅行による集客／運行を想定

⚫ 乗車料金： 検討中 ※無償運行の可能性もあり

⚫ 最大輸送可能人数： 1日あたり最大輸送可能人員 約４５０人（3便×５ｈ×5人×2台×3社）

⚫ 乗降場所： タクシー会社、停留所パートナー、ユーザーリクエストを勘案し日別に設定

⚫ 走行ルート： ルーティングシステムが予約に合わせて自動生成

※上記はすべて23年8月２１日時点の情報です。変更となる可能性があります。
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実証事業の概要 アプリイメージ

• 乗降リクエスト（乗降場所、到着希望時刻等）

• 乗降予約/キャンセル（前々日まで。仮想バス停型）

• 家族みんなで見守り機能（お子様の予約・乗降通知等の共有）

• デジタルこどもタクチケの利用

• お子様の乗降通知、タクシー位置情報

• 車内映像（顔はモザイク）

• 提携習い事紹介ページ

※機能は変更する可能性があります
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実証事業の概要 こどもデジタルタクシーチケットのイメージ

地域の関係者みんなで、地域の子供の移動を
支える仕組みづくりを。

￥500

習い事A

￥300

地銀A

￥200

メーカーA

特定の乗客に対し、様々な利用設定が可能なタクシーチケットを配布。
本サービスにより習い事事業者は疑似的に自社の送迎シャトルを導入が可
能となります。
また、地域企業・団体の広告費／SDG’s活動費用を、本サービスに転嫁し
ていただくことも可能とします。

画面はイメージです
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リクエスト

エリアを選定し
エンドユーザに募集開始

(希望乗車場所、希望到着時刻、教室名)

初期バス停・
AIルート・台数算出

ルート生成 予約/決済
ICカードを

車内リーダーにタッチ前日17時まで予約可能

● 前々日まで予約キャンセル可能。

● 当日時間通りに来なければ「ノーショウ（連絡なし）」として出発します。

● 出発通知は親御様のLINEに通知されます。

乗車1ヶ月前 乗車当日

1 2 3 4

実証事業の概要 こどもデジタルタクシーチケットのイメージ

Copyrights ©2023 hab株式会社
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予約・決済・デジタルこどもタ
クチケ・通知等の機能を持つ
アプリの提供

• 本プラットフォーム代表企業
• 地域内企業のプロデュース
• 配車アプリ開発
• 集客
• タクチケ発行者収集
• 効果検証・分析、報告書とりま
とめ

hab株式会社

• まちづくり・交通政策との調和支援
• 実施エリアの基礎情報提供による事業推進
支援

• サービスの周知・PR

横浜市
（都市整備局、こども青少年局、経済局）

• 生徒家庭への告知
• デジタルこどもタクチケ発行

各習い事・医療事業者

子供の支援をしたい法人・個人・自治
体が、デジタルこどもタクチケ化で移

動支援

こどもデジタルタクシーチケッ
ト発行者

リアルアセットを持つ法人・個人・行政
がが子供の待機所を提供

各停留所協力者

• ドライバーへの子供対応スキルの教育
• サービス設計支援
• 告知支援

子育てタクシー協会

• 顧客の輸送
• 子供タクシー認証ドライバーの
手配

• 告知協力
• デジタルこどもタクチケ利用受
入

• 子供対応車両の開発・導入

各タクシー会社

輸送サービスの提供

リスク分析と新保険商品の開発

保険会社

地域が一体となり
安全・安心な子育て層の移動環境を支援

実証事業の概要 各社の役割



戸塚区東俣野町における
福祉施設の車両を活用した地域交通の取組について

令和５年９月１５日
令和５年度 第２回 地域公共交通会議 資料
横浜市 都市整備局都市交通部 都市交通課

1



報告（２） 戸塚区東俣野町における福祉施設の車両を活用した地域交通の取組について 2

■今回の取組について

・需要が小規模で交通事業者による運行が困難な地域において、地域貢献意欲のある施設に対する
支援を市が行い、送迎車両を活用した移動サービスを提供する実証実験を行います。

■実証実験の目的

・「地域の需要にあった運行内容となっているか」、「施設にて継続的な運行が可能か」、
「地域全体の移動の変化」などを検証します。

地域

・鉄道駅やバス停から離れ、
需要が小規模な地域

商業施設、福祉施設等

・送迎車両（白ナンバー車両）
を保有し、地域貢献意欲のあ
る施設

横浜市

・運行内容の検討
・関係者（交通事業者等）調整
・運行継続に必要な支援

【実証実験】

支援

［地域貢献］
移動サービスの提供



報告（２） 戸塚区東俣野町における福祉施設の車両を活用した地域交通の取組について

■対象地区の概要

3

戸塚区東俣野町

・戸塚区南西部で戸塚駅から約5㎞南西に位置（鉄道駅空白地域）

・人口約4,000人、高齢化率約29.1％

・国道1号線沿いにバス路線が運行しているが、

バス停から（500m～1㎞程度）離れた地域が広く残っている

・地区東側の国道1号線と西側（境川付近）の高低差は約40ｍ

戸塚駅

至藤沢

至大船

至戸塚

原宿

横浜医療センター

300m

東俣野町

既存周辺バス路線

戸塚区東俣野町の様子



報告（２） 戸塚区東俣野町における福祉施設の車両を活用した地域交通の取組について

■取組に至った経緯

・地域からは、バス路線の利用が困難という声が挙がっていた。
・需要が小規模で、交通事業者による運行は困難なため、
地域施設の送迎バスの活用の可能性を検討。

・地区内の施設に対するヒアリングを行う中で「和みの園」の
地域貢献意向を確認し、取組を開始。

4

施設（和みの園）の外観

8時頃 12時頃 1７時頃

送迎車両の利用が比較的少ない

■運行計画の検討にあたって

地域貢献 意向

■施設の概要

施設名称 ：特別養護老人ホーム 和みの園
施設所在地：戸塚区東俣野町1705番地

※ 特別養護老人ホーム・・・常に介護を必要とする人で、在宅で介護を受けることが難しい人のための入所施設です。
日常生活の世話、機能訓練、健康管理および療養上の世話を行っています。

送迎車両の利用が多い
(入居者の買物、通院など)

送迎車両の利用が多い
(入居者の買物、通院など)



報告（２） 戸塚区東俣野町における福祉施設の車両を活用した地域交通の取組について 5

■実証実験の運行概要

運行主体：特別養護老人ホーム 和みの園
（社会福祉法人 和みの会）
※運転は施設のドライバー

運行形態：道路運送法の許可・登録を要しない輸送
定時定路線（予約不要）
※利用状況を踏まえ予約制も検討

運行期間：令和６年１月～３月（予定）
※期間延長の可能性あり

運行区間：東俣野広場前～横浜医療センター
（約4.7km、約20分）

運行日時：平日（土休日及び年末年始は運休）
9時台～10時台（2往復）
14時台～15時台（2往復）

利用料 ：無料

車両 ：セダン型車両（乗客定員4人）
※電気自動車を使用予定

❶東俣野広場前

❸グリーンヒルズ前

❷ソフィア横浜

❺町内会館前

❻鳥居東

❽和みの園❼龍長院

❾戸塚深谷共同住宅

⓫横浜医療センター

❿戸塚芙蓉ハイツ

❹東俣野中央公園北

東俣野町

実証実験路線

既存周辺バス路線

※ 関係機関と調整中の内容を含むため、
今後、内容が変更となる場合があります

300m

北

西 東

南



報告（２） 戸塚区東俣野町における福祉施設の車両を活用した地域交通の取組について 6

■スケジュール

■今後の展開
・実証実験の検証結果を踏まえて、運行内容の変更も検討するなど本格運行の実施を目指します。
・送迎車両（白ナンバー車両）を活用した移動サービス導入や継続に対する市の新たな制度や支援策
の必要性も踏まえて検討を行います。

令和５年
～9月 10～12月

令和６年
1～3月 4月～

準備・調整

実証実験

効果検証
効果検証

事前調整

運行の継続運行の実施

調整・周知

地域公共交通会議

運行開始 検証結果の反映

※ 関係機関と調整中の内容を含むため、
今後、内容が変更となる場合があります

アンケート・
ヒアリング調査等



青葉区・戸塚区の走行環境整備事業

令和５年９月15日
令和５年度 第２回 地域公共交通会議 資料

横浜市 都市整備局 都市交通部 都市交通課



青葉区における取組

2

取組の進捗及び計画案ついて



青葉区における取組

■取組概要

3

青葉区の交通ネットワーク

■取組実施の背景

• 青葉区は東西方向に走る鉄道を骨格として、

各駅発着の路線バスが交通ネットワークを形成している

⇒バスネットワークの重要性が高い

• 青葉区北西部は特に高齢化率が高い地域

また、鉄道駅から遠く、長距離輸送路線が多い

⇒バス路線の維持が課題

• 沿道に大学や高校がある路線は高頻度で運行

⇒多くの乗務員や車両を投入

• 当該路線の運行事業者（東急バス株式会社）に連節バス導入の意向

⇒青葉区北西部において本事業を推進

運⾏本数の多い路線

基幹路線

ターミナル駅 ターミナル駅

①連節バス導⼊②路線再編
フィーダー路線

高需要に対応するために
多くの車両投入が必要

長距離路線は効率が
悪く運行頻度が少ない

運行距離が短くなり
路線の維持または運行頻度の向上

運行便数を減らしても
輸送力維持可能

駅へのアクセス路線が
多く渋滞する

駅周辺道路
の負担軽減

事業イメージ



青葉区における取組

4

■青葉区北西部路線の概要（東急バス株式会社）

【青61系統】
青葉台駅～日体大
運行距離 3.11ｋｍ
運行便数 368便
ピーク時 ２分間隔
乗車人数 6,319人

【青55系統】
青葉台駅～あかね台
運行距離 4.30ｋｍ
運行便数 30便
ピーク時 51分間隔
乗車人数 380人

【青56系統】
青葉台駅～緑山（循環）
運行距離 13.08ｋｍ（１周）
運行便数 13便（循環）
ピーク時 52分間隔
乗車人数 405人

【青118系統】
青葉台駅～奈良北団地折返場
運行距離 5.95ｋｍ
運行便数 107便
ピーク時 10分間隔
乗車人数 1,891人

※運行便数：平日・R４年10月末時点
乗車人数： 1日あたり平均・R３年度実績

青葉区北西部 路線図（主なバス路線）



青葉区における取組
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■これまでの経緯

• 令和２年度 ：地元調整開始

東急バス㈱が連節バス導入想定ルート上で試走し、課題抽出

• 令和４年１月 ：東急バス㈱と実施概要や役割分担などを定めた基本協定を締結

• 令和４年12月～令和５年１月：対象路線の利用者や沿線住民等を対象とした意見募集を実施

（本取組について約８割の方が「必要」「どちらかといえば必要」と回答）

• 令和５年３月 :東急バス㈱と事業計画や役割分担などを定めた事業協定を締結

※関係者調整、測量・設計等は都市整備局都市交通課、
道路整備（工事）は青葉土木事務所にて実施

■市と事業者の役割分担について

バス事業者が運行効率化を図るうえ
で必要な
・走行環境整備（道路整備）
・上記に関連する測量、設計

横 浜 市

バス路線の維持・充実及び交通利
便性向上に資する
・運行計画の策定
・バスの運行

東急バス株式会社

・事業計画の策定
・関係者調整

両者が
協力して実施



青葉区における取組
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■取組の全体像

• 高頻度・高需要路線への連節バス導入や長距離路線のフィーダー化の実施などにより、運行効率化を行う

• 効率化で生み出された経営資源を再配分することにより、面的なバスネットワークの維持・充実を図る

【連節バスを導入する路線】

青61系統 青葉台駅～日体大

【長距離路線のフィーダー化】

青５６系統 青葉台駅～緑山（循環）

【経営資源を再配分し、路線維持を行う路線】
青55系統 青葉台駅～あかね台
青１１８系統 青葉台駅～奈良北団地折返場



青葉区における取組
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■意見募集の実施概要

【目的】

• 本取組の概要について地域の皆様やバス利用者等に広報し、その内容を知っていただく

• 地域の代表者だけでなく、若年層や中年層を含む

広くバスを利用されている方からも、本取組についてご意見を伺う

【募集期間】

• 令和４年12月３日から令和５年１月31日まで

【配布・広報】

• ５連合(奈良、恩田、青葉台、中里北部、奈良北団地)の自治会のうち、

対象バス路線沿線の自治会に各戸配布または回覧(14,829通配布)

• 地区センター、ケアプラザ、郵便局などへ配架

• 広報：東急バス車内ポスター掲示、市道路局ウェブサイト掲載

【回答方法】

• 横浜市道路局ウェブサイトのアンケートフォーム

• アンケート用紙の郵送、ファクス、Eメール、直接持参

アンケート用紙 表紙



青葉区における取組
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■回答状況

• 回答件数：2,108件 （Web：1,475件（70.0％） 紙：633件（30.0％））

• 町丁目別回答数：青56系統再編の影響がある奈良町の回答数が630件と多い

※回答が30件以上の町丁目を記載

町丁目 回収数
奈良町 630
すみよし台 196
桂台二丁目 154
若草台 133
奈良二丁目 129
松風台 88
奈良四丁目 65
奈良三丁目 58
奈良五丁目 56
恩田町 47
あかね台一丁目 40
青葉台二丁目 40
鴨志田町 36
その他（30件未満の町丁目） 229
青葉区外 85
不明 122

計 2,108



青葉区における取組
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■バス路線を維持していくための取組の必要性

• 取組が「必要」もしくは「どちらかといえば必要」を合わせると82.6％

→取組の必要性を感じている方の割合が高い

取組の必要性について（回答数2,108件）



青葉区における取組
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■青56系統の再編案

• 再編案について、意見が拮抗している

青56系統の再編案について（回答数2,108件）

現行

案A

案B



青葉区における取組
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■路線再編に関わるバス利用者の移動目的

• 青61系統利用者 → 約７割が通勤目的で利用している

• 青56系統利用者 → 目的は分散しているが、約４割が買物目的で利用している

バス利用者の移動目的（系統別）

■主な自由意見

• 路線維持と乗務員確保のためならば、変更はやむを得ない

• バス事業者が一方的に決定するのではなく、住民にアンケートを行ったことを評価したい

• 日体大で乗り継ぐ際、日体大の学生より優先的に乗車できるようにしてほしい

• こどもの国駅の西側にスーパーがあるので、スーパー付近を経由するルートに変更してほしい

• 案Bは青葉台駅までの直通便の本数が２便しかないが、もう少し増やしてほしい

• 「青葉台駅～奈良北団地行き」を玉川学園台経由にしてほしい

• 連節バスが走ることで、安全面の確保や渋滞が生じないか心配

• 高齢者の負担（乗換や運賃など）が増えるのではないか



青葉区における取組
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■青56系統の再編案の検討について

青56系統の再編案について（回答数2,108件）

案A

案B

利用者の意見 横浜市の見解

・運行間隔が短くなり、便数が
増えることが良い。
・乗継は負担である

・路線維持、乗務員確保のた
めやむを得ない。

・短絡化により、増便・運行間
隔を短くすることが可能となり、
利用者の利便性向上につな
がる。

・乗継の負担感については、
待合施設整備等の取組により
軽減することを目指す。

利用者の意見 横浜市の見解

・２便だけでも乗継がないほう
が良い。

・直通便を残すことで、運行間
隔がいびつになる。

・直通便を残すことで、利用者
の乗継負担感を軽減できるが、
大幅な増便は困難であり、利
用者の利便性向上は限定的
である。

その他 利用者の意見 横浜市の見解

・直通便を２便以上としてほし
い。現状維持してほしい。

・こどもの国駅西側のスー
パー付近を通ってほしい。

・バス事業の現状を考慮する
と現状維持は難しい。
・56系統の利用者の約４割が

買物利用であることから、
ルート変更は利用者の利便
性向上につながる。

すべての意見を再編案に組み込むことは難しい。

今回は利用者の利便性をより高めるA案をベースとし、要望の多かったこどもの国駅へのアクセス性を向上する

ルート変更を組み込む再編案を作成し、地域との調整を進めた。



青葉区における取組
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■意見募集後の地域との調整について

• 令和５年３月下旬 各連合定例会にて意見募集結果の共有、回覧

※対象の連合→奈良連合・奈良北連合・恩田連合・青葉台連合・中里北部連合

• ４月以降 青５６系統の再編案について検討

• 5月27日 奈良・恩田連合定例会にて路線再編案の提示

• 6月７、21日、7月9日 玉川学園台自治会と路線再編案に関する打合せ

• ７月29日 奈良連合定例会にて路線再編案の再説明

• ８月上旬～ 奈良連合・恩田連合にて再編案の資料の回覧

• ９月４日 バスネットワーク会議にて再編案を報告



青葉区における取組
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■意見募集後の地域との調整について（回覧資料）



青葉区における取組
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「青葉台駅⇔日体大」の運行間隔（目安）
※最小・最大の運行間隔を記載

取組前 取組後

朝 ４～５分間隔 ５～７分間隔

昼 ４～７分間隔 ５～８分間隔

夕 ５～８分間隔 ５～９分間隔

青61系統 連節バスの導入
基本
の取組

【取組の概要】

• 連節バスを導入し、輸送力を確保しつつ利便

性を損なわない範囲で運行便数を減らすことで、

事業者の経営資源を生み出す

【連節バスの運行頻度】

• 令和６年４月 約３便に１便が連節バスとして運行開始予定（主に通勤時間帯に運行）

• 令和６年１０月 ほぼすべての便が連節バスとして運行開始予定（主に通勤・日中時間帯に運行）

※現在調整中のため変更となる可能性があります。



青葉区における取組
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青56系統 乗継を伴う路線の維持

取組
１

青56系統の運行間隔（目安）
※取組後は新青56系統の運行間隔を記載

取組前 取組後

約１～４時間間隔（13便） 約40～60分間隔（２０～２５便）

新青56系統の所要時間（青葉台駅～緑山まで）

取組前 取組後

約28分

約28分＋乗継時間
(ルート①、７～９時/17～21時)

約35分＋乗継時間
(ルート②、９～17時)

【取組の概要】

• 起点を青葉台駅から日体大に変更し、運行を効率化

• 乗継を伴うが、増便し、運行間隔を均等化

• 運行ルートを変更し、こどもの国駅や商業施設への

アクセス性向上を図る

ルート②
こどもの国⻄側ルート

（駅ロータリー経由あり）
９〜17時

ルート①
現⾏と同じルート
７〜９時、17〜21時

※⻘56系統のルートと時間帯および運⾏間隔と便数の組み合わせは変更となる場合があります。



青葉区における取組
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青56系統 乗継を伴う路線の維持

取組
１

ルート①
現行と同じルート

７～９時、17～21時

ルート②
こどもの国西側ルート

（駅ロータリー経由あり）
９～17時



青葉区における取組
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青56系統 乗継を伴う路線の維持

取組
１

【乗継負担を軽減する取組】

• 日体大がバリアフリー対応の待合施設（トイレ併設・冷暖房完備）を整備予定

• 乗継において、新たな運賃負担は生じない予定（ICカード利用に限る）

• 乗継時間が最低限となるような運行ダイヤの工夫を行う予定

日体大待合施設のイメージ図

待合施設



18

⻘61乗⾞

新青56降車

青56系統 乗継を伴う路線の維持

取組
１

【56系統から61系統へ乗継場合】

至 青葉台駅・緑山

日本体育大学 正門

日体大ロータリー乗り継ぎイメージ図

日体大待合施設のイメージ図

待合施設

青葉区における取組

青61系統と青56系統の乗継の際の導線
※ただし運行状況により停車位置は異なる場合があります。
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⻘61降⾞
（混雑時のみ）

⻘61降⾞

新青56乗車

青56系統 乗継を伴う路線の維持

取組
１

【61系統から56系統へ乗継場合】

至 青葉台駅・緑山

日本体育大学 正門

日体大ロータリー乗り継ぎイメージ図

日体大待合施設のイメージ図

待合施設

青葉区における取組

青61系統と青56系統の乗継の際の導線（通常時）
青61系統と青56系統の乗継の際の導線（通学時間帯等の混雑時のみ）
※ただし運行状況により停車位置は異なる場合があります。



青葉区における取組
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北西部周辺路線（青55,青118）路線の維持
取組

２

【取組の概要】

• 連節バス導入により生み出された経営資源に

より運行便数を維持

• 青55系統について、

起終点をあかね台から恩田駅に延伸

⻘55系統
恩⽥駅への延伸

を検討



青葉区における取組
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■再編案に関する主な意見について

• ８月に回覧にて周知した再編案について、６通のご意見をいただきました。

• 今回、新たにお示しした５６系統のルート案にかかる明確な反対のご意見はありませんでした。

（青61系統・青118系統・青55系統の一部ルート変更等のご意見をいただきました。）

• いただいたご意見は、東急バス株式会社にも共有し、今後の参考とします。



青葉区における取組
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■連節バス導入に伴う走行環境の整備について

• 青61系統（青葉台駅～日体大）が運行するルートは、片側１車線の道路

⇒連節バスが安全に走行するために、走行環境の整備（バスベイの整備等）を実施



青葉区における取組

■自転車通行環境の変更について
バスベイ設置にあわせて、自転車走行環境の整備を実施

24

【整備前後のイメージ】

Ⓒ今までと同様に
自転車は車道を走行

する区間

Ⓐ今まで通り自転車は
歩道を通行可能な区間

Ⓑ Ｃ区間同様に、新たに自転車は車道を
走行することになる区間
矢羽根型路面表示を設置します。

矢羽根のイメージ写真 ※⑦停留所の写真



青葉区における取組

■今後のスケジュール（予定）

25

※現時点での予定であり、関係者協議等の進捗により適宜変更する

R４年度 R５年度 R６年度以降

バスネットワーク会議

地元調整

関係者協議

道路工事等

路線再編 説明

第２回 第３回

連
節
バ
ス
３
台

運
行
開
始
（４
月
予
定
）

説明(随時)

管理者協議

計画検討

管理者協議(随時)

測量

設計

工事

詳細なダイヤ
検討調整

試運転

適
宜
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

第４回

意見募集 計
画
の
決
定

地元説明会

連
節
バ
ス
６
台

運
行
開
始
（10
月
予
定
）



戸塚区における取組
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取組の進捗及び計画案について



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

バスネットワーク会議

運行に向けた調整

関係者協議

道路工事等

地域調整

運行計画検討

戸塚区における取組

■これまでの経緯

・令和２年度 ：地元調整開始

・令和２年９月：神奈川中央交通（株）と実施概要や役割分担などを定めた基本協定を締結

・令和３年10月1～21日：対象路線の利用者や沿線住民等を対象とした意見募集を実施

(本取組について約８割の方が「必要」「どちらかといえば必要」と回答)

・令和４年５月：神奈川中央交通（株）と事業計画や役割分担などを定めた事業協定を締結

・令和５年３月：神奈川中央交通（株）と細目協定を締結

運
行
開
始

打合せ 意見募集

関係者協議（随時）

計画検討

事
業
協
定
締
結

細
目
協
定
締
結

測量 基本設計 詳細設計 工事

適宜

フォロー
アップ

車
両
納
車

試
走

情報共有（随時）

基
本
協
定
締
結

● ● ●

ダ
イ
ヤ
案
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●



戸塚区における取組（意見募集の結果）

28

■意見募集の実施概要

【目的】

• 本取組の概要について地域の皆様やバス利用者等に広報し、その内容を知っていただく。

• 地域の代表者だけでなく、若年層や中年層を含む

広くバスを利用されている方からも、本取組についてご意見を伺う。

【募集期間】

・令和３年10月１日から10月21日まで

【実施方法】

• 配布： 大正地区の希望される町内会自治会の全戸、

神奈中バス車内、戸塚駅、横浜医療センター、

大正地区センター、戸塚区役所窓口（区政推進課）

• 広報： 大正地区及び一部沿線の町内会自治会で回覧、

神奈中バス車内ポスター掲示、市道路局ウェブサイト掲載、

戸塚区役所ツイッター投稿（約8,500人フォロワー）

【回答方法】

• 横浜市道路局ウェブサイトのアンケートフォーム

• アンケート用紙の郵送、ファクス、Eメール、直接持参

28

意⾒募集（アンケート）⽤紙表紙

13,245通配付



戸塚区における取組（意見募集の結果）

29

バス路線を維持していくための取組について
(回答数：1,729件)

■バス路線を維持していくための取組の必要性
• 取組が「必要」もしくは「どちらかといえば必要」を合わせると約８割

→取組の必要性を感じている方の割合が高い



戸塚区における取組

■取組の全体像

30

戸塚方面 連節バスの導入

下飯田方面 収支の悪い路線の増便

立場方面 路線の維持

俣野公園・横浜薬大前 乗継割引の実施

基本の取組

取組１

取組２

取組３

・戸塚区南西部において、連節バスを導入し、運行効率化と再配分によるバスネットワークの維持を行う。
・横浜市と神奈川中央交通が協定を締結した公民連携の取組。



戸塚区における取組
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※現在の下図の赤線の運行経路に加えて、定時性の確保を目的に、
水色点線の経路に変更し、増便を行います。

■取組内容



戸塚区における取組
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現在の下図の赤線の運行経路に加えて、
定時性の確保を目的に、水色点線の経路に変更し、
増便を行います。

俣野公園・横浜薬大前

至下飯田駅



戸塚区における取組
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※現在の下図の赤線の運行経路に加えて、定時性の確保を目的に、
水色点線の経路に変更し、増便を行います。

■取組内容



戸塚区における取組

「俣野公園・横浜薬大前」での、乗り継ぎに対し、初乗り運賃額（大人210円）を割り引きます。
※１時間以内の乗継・IC カードでの運賃支払に限ります。

【区間別割引後運賃】

※俣野公園・横浜薬大前で乗り継いだ場合の、 俣野公園・横浜薬大前からの運賃です。
※小児運賃は令和５年４月１日より、 IC運賃一律50円を開始したため、乗継割引の適用
はありません。

■ドリームハイツ 行き ■戸塚バスセンター 行き
■立場ターミナル 行き ■上飯田車庫 行き
■湘南台駅東口 行き ■藤沢駅北口 行き
■大船駅西口 行き

340円⇒130円

210円⇒無料

240円⇒ 30円 250円⇒ 40円

270円⇒ 60円 290円⇒ 80円

【俣野公園・横浜薬大前から出ている路線】

34

■取組内容

（現在の運賃⇒割引後の運賃）

230円⇒ 20円



戸塚区における取組

横浜医療センター前

汲沢入口

35

■取組内容

例① 現在の運賃 割引適用後の運賃

下飯田駅

↓ 270円 270円
俣野公園・横浜薬大前

↓ 240円 30円
横浜医療センター前

【合計】 510円 300円

例② 現在の運賃 割引適用後の運賃

汲沢入口

↓ 230円 230円

俣野公園・横浜薬大前

↓ 290円 80円

戸塚駅

【合計】 520円 310円

「俣野公園・横浜薬大前」での、乗り継ぎに対し、初乗り運賃額（大人210円）を割り引きます。
※１時間以内の乗継・IC カードでの運賃支払に限ります。



戸塚区における取組

■バスの乗降・支払い方法について

※大型バスは、上り方面、下り方面ともに、これまでと同じ「後払い方式」です。

ドリームハイツ行き戸塚バスセンター行き

・前ドアから乗車し、中ドアから降車
・戸塚駅のみ、全てのドアから降車可能
・乗車時に運賃を支払う（運転士に行先を伝える）

申告先払い方式

・中ドアから乗車し、前ドアから降車
・後ろドアでの乗降はなし
・降車時に運賃を支払う

（乗車時にICカードタッチ（現金の場合は、整理券をとる））

後払い方式

中ドア
降車

前ドア
乗車

後ろドア
戸塚駅のみ降車可

前ドア
降車

中ドア
乗車

後ろドア
乗降不可（開きません）

※導入車種：「日野ブルーリボン ハイブリット連節バス」を６台導入。

降車 乗車

戸塚駅では
降車も可

※現在運行している
バスと同じ方式

36



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

バスネットワーク会議

運行に向けた調整

関係者協議

道路工事等

地域調整

運行計画検討

戸塚区における取組

運
行
開
始

打合せ 意見募集

関係者協議（随時）

計画検討

事
業
協
定
締
結

細
目
協
定
締
結

測量 基本設計 詳細設計 工事

適宜

フォロー
アップ

車
両
納
車

試
走

今回

情報共有（随時）

基
本
協
定
締
結

● ● ● ●

ダ
イ
ヤ
案

37

■運行開始までのスケジュールについて

連節バス車両生産の遅れに伴い、連節バス納車時期が変更になりました。また、設計内容を確定するため
の関係機関調整に時間を要したこと等により、当初の予定より工事発注時期の遅れが生じています。
以上のことから、事業スケジュールを下記のとおり変更いたします。

【運行開始時期】

<変更前>               <変更後>

令和５年度末 運行開始 ➡ 令和６年度上半期中 運行開始

本取組に関係する各路線のダイヤの変更、乗継割引も、運行開始に合わせて実施します。
※連節バスの運行開始までは、引き続き現在のダイヤを維持します。

【工事期間】

<変更前>               <変更後>

令和５年10月～令和６年２月 ➡ 令和５年10月～令和６年度上半期中



■工事予定箇所
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：令和５年度工事予定箇所

：バス停 ：交差点等

：令和６年度工事予定箇所



■工事内容

・バスベイの新設、延長、改修 ・交差点の拡幅

・停止線、誘導線、車線構成の見直し ・横断歩道移設 ・バス停等の移設

・信号や照明、電柱、ガードレール等の移設が必要な箇所もあります。
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戸塚区における取組（今後のスケジュールについて）

【運行開始時期】

・令和６年度上半期中運行開始

【工事期間】

・令和５年10月～令和６年度上半期中

【ダイヤの公表】

・令和５年秋〜冬ごろに広報紙等で、ダイヤ案について地域に説明予定

【地域との調整】

・運行開始時期、工事概要等について順次、広報紙により周知

・工事開始やダイヤ案などについて引き続き丁寧に説明を行う
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■今後のスケジュール（予定） ※現時点での予定であり、関係者協議等の進捗により適宜変更します。

令和５年度 令和６年度

バスネットワーク会議

運行に向けた調整

関係者協議

道路工事等

地域調整

運行計画検討

運
行
開
始協議（随時）

詳細設計 工事

適宜

フォロー
アップ

車
両
納
車

試
走

今回

情報共有（随時）

●

ダ
イ
ヤ
案



都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と

10月からのダイヤ変更について

令和５年９月15日
令和５年度第２回 地域公共交通会議 資料
横浜市都市整備局都市交通部都市交通課
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都田・池辺地区

報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

■位置図（広域） ■位置図（拡大）

センター南駅

センター北駅

仲町台駅
都筑ふれあいの丘駅

鴨居駅
小机駅

新横浜駅

北新横浜駅

新羽駅

川和町駅

500m 1,000m 2,000m0m

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料

・300系統：新開橋周辺への通勤
・318系統：通勤通学、日中の買い物、

スポーツセンター
・ボランティアバス※：既存バス路線でカバーでき

ない部分の運行や利用者の
見守り機能

■対象地区の地域交通の特徴
3

各路線の特徴（利用実態）

◆これまでの利用実態に応じた路線再編
◆地区センター・ケアプラザへのアクセスを確保

地区センター・地域ケアプラザの開所

・既存のバス路線がない（大型車の侵入不可）
・最寄りのバス停からの山坂

収支改善と利便性の確保を両立させるため、
周辺路線の再編と併せて、小型車両（ワゴン型）を導入した実証実験を実施

ボラの路線図

センター南駅

センター北駅

仲町台駅

鴨居駅
小机駅

北新横浜駅

新羽駅

都筑ふれあいの丘駅

318系統

300系統

ボランティアバス

川和町駅

新開橋
ボランティアバス

新横浜駅

都田地区
センター・
ケアプラザ



運行主体 一般社団法人ボラバスと地域福祉の会※

運行ルート 都田地区、池辺地区内周回ルート（右図）

運行本数 都田地区 月、木（週２日）約２便／日（全便予約制）
池辺地区 火、金（週２日）３便／日（定時定路線）

利用者負担 10回乗車毎に徴収（1,400円、1回あたり140円相当）

使用車両 ワゴン型車両（８人乗り）1両

報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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■ボランティアバスとは

仲町台駅
都筑ふれあいの丘駅

運行ルート

 地域の移動手段確保のため、道路運送法の許可又は登録を要しない助け合いにより、運行するバス

 平成28年１月 都田連合町内会及び池辺連合自治会のメンバーによる「準備会」の発足、実証運行に向け、検
討を開始

 平成29年５月 実証運行開始
 令和元年12月 本格運行開始

※横浜市地域まちづくり推進条例に基づく、地域まちづくりグループ。構成員は主に
地域の自治会町内会長。

■ボランティアバス運行取組の経緯

都田ルート
池辺ルート



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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• 地域の住民が自らの生活環境向上のため
に自主的に活動し、スポーツ、クラブ活動
等を通じて相互交流を深めることを目的と
した施設

• 日常利用圏域（半径1.5km）ごとに設置

■地区センターとは

• 高齢者、子ども、障害者など誰もが地域に
おいて健康で安心して暮らせるよう、地域
住民とともにより良い地域を作っていくため
の横浜市独自の施設

• 概ね中学校区圏域ごとに設置

■地区センターの概要
500m 1,000m 2,000m0m

仲町台駅

センター南駅

都筑ふれあいの丘駅

川和町駅

地区センター（円が日常利用圏内 半径1.5km）

地域ケアプラザ（着色部が担当エリア）

新横浜駅

■地域ケアプラザとは

都田地区
センター・
ケアプラザ



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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系統 時間帯
便数（平日）

再編前 再編後

新600 ７～20時台 ０便 14便

318
6～8時台 10便 ６便

9～20時台 27便 10便

300
6～8時台 11便 ２便

9～23時台 47便 ０便

新96 6～21時台 0便 31便

■周辺バス路線の再編の全体像
■路線の概況

500m 1,000m 2,000m0
m

センター南
駅

センター北
駅

仲町台駅

鴨居駅
小机駅 新横浜駅

北新横浜駅

新羽駅川和町駅

都筑ふれあいの丘駅
318系統

新600系統

新96系統

300系統

都田地区センター・
地域ケアプラザ

新開橋

①

②

③

・通期通学、買い物、スポセン
・利用実態に合わせて減便

・地区センター・地域ケアプラザ
・318系統の補完
・300系統の補完

・ルート変更
・300系統の代替

・通勤需要をカバー
・利用実態に合わせて減便

スポーツセンター



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

■運行計画

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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■新600系統（ワゴン型）

７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

平日・土曜 外 外 内 内 内 内 内 内 内 内 内 内 内 内

休日 － － 外 外 内 内 内 内 内 内 内 内 － －

運行事業者 横浜市交通局に委託（R5運行委託料20,400千円）

事業の許可 道路運送法第21条

運行期間 令和５年１月４日（水）から令和６年３月31日（日）まで
（予定）

運行方式 路線定期運行

運行ルート 仲町台駅～地区センター・地域ケアプラザ～仲町台駅
（時間帯で循環方向を変える）

使用車両 ワゴン型車両（14人乗り、定員数12人）1両 ※予備車1両

運行頻度 １本／時間

停留所 15箇所（一部の区間でフリー乗降）

運賃 大人220円、小児110円

支払方法 キャッシュレス（ICカードのみ）、敬老パスや定期券等その他の乗車
券使用可



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

■利用実績（１日あたりの利用者数）

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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■新600系統（ワゴン型）

・７月の１日あたりの平均利用者
数は、125人（１便あたりの平
均利用者数９.4人）

・土休日の利用が落ち込んでいる

※目安人数：170人

※６月休日は一部集計できていない時間帯があるため、数値が低くなっています

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月
平日平均（人/日） 106 134 139 132 143 143 150
土曜平均（人/日） 79 94 77 84 92 100 97
休日平均（人/日） 59 60 65 60 68 48 65



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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■新600系統（ワゴン型）

■１日の利用者数の目安とした170人の根拠

・300系統と318系統の利用者が600系
統に乗り替わることと、運行計画やダイヤ
変更の影響を考慮し、設定

300系統と600系統の重複部分（②部）と
318系統と600系統の重複部分（①部）の
利用者：227人/日（実証実験前実績）

⇒ 運行本数が約3/4に減ったこと、
および運行しない区間が生じることを考慮し、
227人/日×3/4≒170人/日
と設定

運行しない区間



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

■利用実績（停留所別累計乗降者数）

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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■新600系統（ワゴン型）

・「仲町台駅」の乗降者数が最も多い
・住宅の多い「源東院」や、事業所・商業施設の集まる
「新開橋」周辺の乗降者数が多い
・「都田地区センター・ケアプラザ」の利用が他のバス停
の利用と比較して少ない
・乗車数と降車数に乖離のある地区がある
⇒行きか帰りしか利用されない場合がある

乗車＜降車 乗車＞降車 乗車＞降車乗車＜降車

乗車数
上段：累計

下段：日・便平均

降車数
上段：累計

下段：日・便平均

外回り 18人
0.09人/日 0.04人/便

207人
0.99人/日 0.50人/便

内回り 304人
1.45人/日 0.13人/便

295人
1.41人/日 0.13人/便

「都田地区センター・ケアプラザ」の利用状況（１～７月）



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

■新ダイヤでの運行（令和５年10月～）

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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■新600系統（ワゴン型）

（平日）・９時台から16時台を交互運行に変更
（土曜）・７、８、19、20時台の運行は廃止し土休日共通ダイヤに変更（９～18時台の運行）

・９時台から16時台を交互運行に変更
（休日）・９時台から16時台を交互運行に変更

※赤字：変更箇所

運行時間帯ごとの循環方向

内回りのみ運行だと駅まで（駅から）のアクセスが遠回りになるといった声や、土曜日の朝・夜時間帯の
利用が特に少ないこと等から、よりご利用しやすく効率的な新ダイヤでの運行を令和５年10月から開始



報告（５）都筑区都田・池辺地区における
市営600系統実証実験の利用状況と10月からのダイヤ変更について

■今後の予定

※ 関係機関と調整中の内容を含むため、今後、内容が変更となる場合があります

令和４年度 令和５年度 令和６年度

1月～３月 ４月～9月 10月～3月 ４月～

各種調整

実証実験

本格運行

令和５年度第２回横浜市地域公共交通会議 説明資料
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新ダイヤ
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